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【結果】血腫量は25から 192mlにおよび平均 97.1ml 
であった 血腫量と各 parameterとの相関係数は W
において r=0.84,L, Hで各々 r=0.65,0.52と， W が




























症状は JCSO; 12例（273%) , JCS 1～3; 27例






は GR;28例（63.6%),MD; 7例（15.9%),Death; 
8例（18.2%）であった.6）死因は頭蓋内合併症2例








































































【結果】転帰は， GOSでGR2例， MD2例， SD I 
例， vs1例， D 4例であった.GR・MD 例は6歳
から61歳（平均27歳）であり， SD,VS,D例は25歳か
ら81歳（平均62歳）であった.GRの 1例と SDのl






























































【結果】 1）大動脈遮断により ESCPの N2,N3が消失
し，遮断解除後ESCP,S ESCPのN3が低下した群で、
麻痩が発生した 2）組織学的に灰白質が障害された

























































































































































































































































































































































































































































Percutaneous cardiopulmonary support system （経皮
的心肺補助装置）は，関心術に用いられる人工心肺装
置を簡略化したもので，開胸することなく送脱血管を
経皮的に大腿動静脈に挿入して使用することが可能で
あること，アクセスの確保と回路の充填など施行開始
までの準備時聞が短いこと，長時間の使用が可能であ
ることなどの理由から， PTCAの補助や開心術後の
心機能補助として用いられ，その有効性が報告されて
いる
最近で、は救急領域にも応用され，重症肺塞栓症ある
いは心原性ショックなどの症例に対する心肺補助とし
て使用され，救命例が報告されてきている．また心肺
脳蘇生の治療手段として CPA(cardiopulmonary ar-
rest）症例に対する使用が試みられているが， CPAに
対する有効例の報告は非常に少ないのが現状である．
動物実験では，常温で15分間心停止させたイヌに大
腿動静脈バイパスによる心肺補助装置を使用した結
果，従来の心肺蘇生術による心拍再開例はなかった
が，本装置の使用により 15頭中14頭に心拍再開をみた
と報告している．また同様の実験により 5頭中4頭の
イヌが神経学的にほぼ正常に近い状態まで回復したと
の報告もある．
PCPSの問題点としては，心停止の原因となった病
態の改善がない限り離脱に難渋すること，肺酸素化能
の低下がある場合はPCPSの流量を減少させるにした
がL、上半身（心，脳）への血流の駿素含量が低下する
こと，出血傾向や溶血のために施行時間に制約がある
ことなどである．本講演では自験例を示すと共に
PCPSの適応，使用のタイミンクおよび今後の課題な
どについて述べたい．
